
MT-Sを4WSで使用する場合の設定方法(準備編)

システム メニュー システム/SYSTEM

※取扱説明書のP.37も併せてお読みください。

●MT-S <BL-sport>のセットに限定した使用方法を説明します。
　使用する受信機にあわせた出力方式の選択や、使用するサーボ(アナログ/デジタル)やスピードコントローラー
　にあわせてモードの設定や送信機と受信機のバインドをおこないます。
　
1)アップキー/ダウンキーで[ システム ]を選択し、
　エンターキーで決定します。
　
2)アップキー/ダウンキーで[ BIND ]を選択して
　エンターキーで決定します。
　
3)RF MODEの設定(RF MODE：電波の出力方式)
　アップキー/ダウンキーで出力方式を設定します。
　
　○出力方式　使用するRX-380に合わせて
　　[ FH3 ]に設定します。

　

　

※出力方式を変更すると画面上にメッセージが表示されますので、
　表示にしたがって操作してください。
　

4)チャンネル モードの設定
　アップキー/ダウンキーで各チャンネルのレスポンス モードを設定します。
・レスポンス モードはチャンネルごとに設定できます。
※使用する< SRM-102Z >、< BL-sport >は[ NOR ]モードにしか
　対応していませんので、[ ST ][ TH ][ A1 ]のレスポンスモードは
　必ず[ NOR ]に設定してからBINDしてください。

バインド[BIND]

ENTER(エンター) BACK(バック)

ENTER(エンター) BACK(バック)確認画面

●SHR/SSRモードではSRM-102Z/BL-sportは動作しませんのでご注意ください。
　必ず[ NOR ]モードでBINDして使用してください。
　誤ってSHR/SSRモードで使用すると正常に動作せずサーボやESCが壊れますので、絶対にSHR/SSRモード
　でSRM-102Z/BL-sportを使用しないでください。

重要

出力方式

レスポンス モード



MT-Sを4WSで使用する場合の設定方法

エー ユー エックス エー ユー エックス/AUX

●エー ユー エックスはAUX1、AUX2(3ch、4ch)の動作を設定する機能です。
　4WS(４輪操舵：同位相、逆位相)に対応した設定方法を説明します。
※取扱説明書のP.25も併せてお読みください。

●ステアリング操作や割り当てたトリムやスイッチの操作により４ホイールステアリング(4輪操舵)の動作
　を制御します。

1)アップキー/ダウンキーで[ AUX ]を選択します。

2)エンターキーで決定して[ SET ]設定メニューに
　切り替ります。

3)タイプの設定(4WS)
　アップキー/ダウンキーでエーユーエックス タイプの
　設定で[ 4WS ]を選択します。
※RX-380を使用する場合はA1(3ch)の設定を[ 4WS ]に設定
　してください。　

4)モードの設定
　ミキシングの動作モードを設定します。
　使用方法にあわせて動作モードを設定してください。
　
　○設定範囲　4mode/3mode/2mode
   ○初期値　　4mode
※モードは[ 3mode ]に設定してください。

※モードによる動作の違い
　４mode：同位相/逆位相/フロントステア/リアステア
　３mode：同位相/逆位相/フロントステア
　２mode：同位相/逆位相
　となります。

5)リアステアリングの設定
　ミキシング設定したチャンネルの「セッティング」の
   BASE(ベース)内の設定の各項目を設定してください。

　REV：リアステアリング用サーボの動作方向の設定(NOR/REV) 
　SUB-T：リアステアリング用サーボにサーボホーンを取り付ける際にニュートラル(センター)を補正
　EPA-H/-L：リアステアリングの動作量の調整
※サーボホーンの取り付け位置については車体側の取扱説明書にしたがってください。

[同位相] [逆位相] [フロントステア] [リアステア]

４ ホイール ステアリング(４輪操舵：同位相/逆位相）[４WS]

センター位置を調整



MT-Sを4WSで使用する場合の設定方法(応用編)

システム メニュー システム/SYSTEM

●キーアサイン スイッチで機能を割り当てたスイッチでAUX機能の動作切り替えをおこないます。
※取扱説明書のP.39も併せてお読みください。

スイッチの位置
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キー アサイン スイッチ[KEY ASSIGN SW]

●送信機のスイッチ(SW2、SW3)にAUXの機能を割り当てることで、走行中に機能のON/OFF、
　動作モードの切り替えをおこないます。。
　
1)アップキー/ダウンキーで[ システム ]を選択し、
　エンターキーで決定します。
　
2)アップキー/ダウンキーで[ KEY ASSIGN ]を選択して
　エンターキーで決定します。
　
3)スイッチの設定(SW3)
　[ SW ]でエンター操作をおこない、スイッチに割り当てる
　[ AUX1 ]の機能をアップキー/ダウンキーで設定します。
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フロントステア
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同位相( NOR )
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逆位相( REV )

●SW2/SW3にAUX1を設定することによって、
　SW2の操作によって[ 4WS ]のON/OFF切り替えが可能。

　SW3の操作によって[ 4WS ]の動作モードの切り替えが
　可能になります。
　

※実際の使用方法にあわせて、スイッチに割り当てる機能、
　動作の設定をおこなってください。




